
付
藤
原
純
友
と
日
振
島

坂
　
本
　
賞
　
三

下
向
井
　
龍
　
彦

佐
　
竹
　
　
昭

国
史
学
の
古
代
担
当
三
名
は
、
十
世
紀
前
期
の
藤
原
純
友
の
乱
を
と
り
あ
げ
て

研
究
を
行
っ
た
。
純
友
の
乱
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
一
帯
を
中
心
と
し
へ
博
多
-
大

宰
府
、
日
向
、
ま
た
乱
の
一
味
の
逃
亡
を
追
っ
て
但
馬
に
ま
で
及
ん
だ
の
だ
が
、

本
研
究
課
題
か
ら
み
て
好
適
な
研
究
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

純
友
の
乱
は
東
国
に
お
け
る
平
将
門
の
乱
と
時
を
同
じ
-
し
て
生
じ
た
反
乱
で
、

東
西
か
ら
挟
撃
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
中
央
政
府
を
恐
怖
さ
せ
た
。
平
将
門
の
乱
に

つ
い
て
は
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
に
-
ら
べ
て
、
純
友
の
乱
に
関
す
る
研
究
は
非

常
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
現
状
で
あ
る
。
我
々
は
次
の
よ
う

に
研
究
を
進
め
た
。

H
　
純
友
の
乱
を
文
献
史
料
に
よ
っ
て
解
明
す
る
研
究
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
。

こ
の
面
か
ら
の
研
究
を
進
め
た
下
向
井
龍
彦
は
、
㈲
「
『
藤
原
純
友
の
乱
』
再
検

討
の
た
め
の
一
史
料
」
　
(
『
日
本
歴
史
』
四
九
五
号
　
平
成
元
年
八
月
)
、
㈲
本

誌
所
収
「
部
内
居
住
衛
府
舎
人
問
題
と
承
平
南
海
賊
」
を
発
表
し
、
さ
ら
に
純
友

の
乱
に
関
す
る
次
の
論
文
岨
「
天
慶
二
年
藤
原
純
友
の
乱
に
つ
い
て
の
政
治
史
的

考
察
」
　
を
準
備
中
で
あ
る
。

E
　
『
日
本
紀
略
』
承
平
六
年
六
月
某
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
記
事
か
ら
藤
原

純
友
の
根
拠
地
と
さ
れ
て
い
る
愛
媛
県
宇
和
島
市
日
振
島
の
実
地
調
査
を
行
い
、

従
来
そ
の
存
在
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
ず
、
過
去
に
ご
く
僅
か
な
研
究
者
が
利
用
し

た
だ
け
で
あ
っ
た
『
日
振
島
村
誌
』
稿
(
明
治
四
十
四
年
現
在
で
記
述
さ
れ
て
い

る
)
を
翻
刻
し
た
(
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
一
六
号
　
昭
和
六
十
三
年
十
月
)
0

H
の
下
向
井
論
文
軸
で
論
じ
た
よ
う
に
、
今
ま
で
藤
原
純
友
が
承
平
年
間
に
日

振
島
を
根
拠
と
し
て
い
た
海
賊
首
で
あ
っ
た
と
し
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
は
、
『
日

本
紀
略
』
承
平
六
年
六
月
某
日
条
の
「
南
海
賊
徒
首
藤
原
純
友
結
レ
党
へ
屯
二

乗
伊
予
国
日
振
島
I
 
、
設
二
千
余
膿
1
 
、
抄
二
劫
官
物
私
財
l
J
と
い
う
文
言

に
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
部
分
の
文
言
は
後
の
述
作
で
、
承
平
六
年
に
平
定
さ
れ

た
海
賊
蜂
起
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
部
分
の
文
言
が
、
い
つ

ご
ろ
ど
の
よ
う
に
し
て
『
日
本
紀
略
』
に
付
加
さ
れ
た
の
か
は
分
ら
な
い
。
下
向

井
論
文
㈲
佃
に
よ
れ
ば
、
藤
原
純
友
は
承
平
年
間
の
諸
国
の
衛
府
舎
人
の
集
団
蜂

起
を
鎮
圧
し
た
勲
功
者
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
国
家
は
彼
ら
功
労
者
た
ち
に
恩
賞

を
与
え
な
か
っ
た
。
天
慶
二
年
備
前
国
で
勲
功
者
の
一
人
藤
原
文
元
と
備
前
介
藤

原
子
高
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
た
。
文
元
か
ら
救
援
要
請
を
う
け
た
純
友
は
東
平

海
賊
平
定
の
恩
賞
を
要
求
し
て
挙
兵
し
、
つ
い
に
乱
と
な
っ
た
。
こ
の
純
友
の
乱

が
海
上
勢
力
と
全
く
無
縁
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
少
-
と
も
従
来
強
調
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
海
上
輸
送
に
従
事
し
て
い
た
人
々
が
主
体
と
な
っ
た
反
乱
と
い
う

見
方
は
、
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
j
I
に
つ
い
て
、
明
治
末
期
の
『
日
振
島
村
誌
』
の
記
述
と
同
島
実
地
調
査

に
よ
れ
ば
、
同
島
は
'
宇
和
郡
と
主
た
る
関
係
を
も
つ
の
は
当
然
と
し
て
、
宇
和

郡
以
外
で
は
対
岸
の
九
州
と
の
関
係
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
佐
田
岬
を
廻
っ

た
瀬
戸
内
海
地
方
と
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
い
。
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『
日
振
島
村
誌
』
に
み
ら
れ
る
対
岸
九
州
地
方
と
の
関
係
を
示
す
記
事
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
出
嫁
の
項
で
、
宇
和
島
・
吉
田
・
八
幡
浜
方
面
へ
の
出
稼

を
記
し
た
あ
と
「
尚
之
二
止
マ
ラ
ス
、
或
ハ
船
員
ト
ナ
リ
'
工
夫
ト
ナ
リ
、
若
ク

ハ
日
向
地
方
へ
至
り
農
業
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
テ
」
　
と
あ
り
へ
商
業
の
項
で
「
直
痩

宇
和
島
・
八
幡
浜
・
今
治
若
ク
ハ
大
分
県
へ
販
路
ヲ
通
シ
」
　
と
あ
り
、
交
通
の
項

で
「
一
'
航
路
　
宇
和
島
ト
ノ
交
通
ハ
頻
繁
ナ
リ
、
其
他
岩
松
・
佐
伯
・
宮
崎
等

ノ
地
方
へ
往
復
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ト
モ
甚
夕
稀
ナ
リ
」
　
と
あ
る
。

ま
た
戦
国
時
代
に
豊
後
の
大
友
氏
が
宇
和
郡
に
侵
攻
す
る
際
に
日
振
島
が
利
用

さ
れ
て
い
る
。
土
居
清
良
の
『
清
良
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
文
十
五
年
二
五
四
六
)

に
大
友
氏
が
日
振
島
に
渡
り
へ
　
そ
こ
か
ら
宇
和
郡
海
辺
各
地
を
襲
っ
た
と
い
い
へ

ま
た
永
禄
三
年
(
一
五
六
〇
)
　
に
大
友
氏
が
百
余
腹
の
船
で
日
振
島
に
来
襲
L
へ

そ
こ
か
ら
宇
和
郡
各
地
を
攻
撃
し
た
と
い
う
。
元
亀
三
年
(
一
五
七
二
)
　
に
大
友

氏
が
伊
予
に
軍
を
進
め
て
西
園
寺
氏
を
攻
撃
し
た
経
過
が
『
愛
媛
県
史
　
古
代
H
・

中
世
』
　
に
記
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
の
際
に
も
日
振
島
が
攻
撃
の
拠
点
と
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

1
方
、
日
振
島
か
ら
瀬
戸
内
海
へ
出
る
た
め
に
は
佐
田
岬
を
廻
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
天
正
四
年
(
一
五
七
六
)
　
に
西
園
寺
宣
久
が
宇
和
島
か
ら
伊
勢
参

宮
に
往
復
し
た
道
中
を
記
し
た
「
伊
勢
参
宮
海
陸
の
記
」
　
(
『
宇
和
旧
記
』
所
収
、

本
史
料
に
つ
い
て
は
篠
崎
光
男
氏
か
ら
御
教
示
を
得
た
)
　
に
よ
れ
ば
'
′
　
(
往
路
の

記
事
は
柄
ま
で
欠
け
て
い
て
不
明
だ
が
)
復
路
で
は
芸
予
叢
島
か
ら
興
居
島
を
過

ぎ
、
出
水
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
陸
路
で
松
葉
黒
瀬
を
経
て
丸
串
に
帰
着
し
て
い
る
0

ま
た
広
島
大
学
教
育
学
部
青
野
春
水
教
授
か
ら
の
御
教
示
に
よ
り
、
『
宇
和
旧

記
』
　
(
萩
森
殿
之
事
　
三
机
浦
)
　
や
「
清
艮
記
常
時
聞
書
追
放
」
　
(
入
交
好
傭
編

し
お
な
し

著
『
清
良
記
-
親
民
鑑
月
集
』
第
三
部
附
録
)
　
に
塩
成
掘
切
の
記
事
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
.
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
慶
長
十
三
年
(
1
六
〇
八
)
　
か
ら
同
十
八
年
ま
で

こ
の
地
を
頒
知
し
た
富
田
信
濃
守
信
高
は
、
佐
田
岬
を
廻
る
不
便
を
回
避
す
る
た

S
t
t
Q
閤

め
、
塩
成
か
ら
三
机
ま
で
切
り
抜
い
て
船
を
通
そ
う
と
工
事
を
開
始
し
た
が
、
ま

だ
完
成
し
な
い
う
ち
に
富
田
信
濃
守
が
改
易
と
な
り
、
こ
の
計
画
は
つ
い
に
完
成

し
な
か
っ
た
。
現
在
そ
れ
が
凹
地
と
な
㌧
て
跡
を
残
す
。
な
お
蔦
優
「
宇
和
島
藩

の
参
勤
交
代
」
f
(
宇
和
島
東
高
校
『
研
究
紀
要
』
　
1
四
号
　
l
九
八
八
年
三
月
)

に
よ
れ
ば
、
宇
和
島
藩
参
勤
交
代
の
経
路
は
宇
和
島
-
大
坂
問
の
海
上
部
分
を
ど

の
よ
う
に
通
行
す
る
か
で
大
き
-
四
通
り
に
区
分
さ
れ
る
.
第
l
期
(
寛
文
二
年

か
ら
元
禄
十
年
を
中
心
と
す
る
時
期
)
　
に
は
宇
和
島
か
ら
塩
成
ま
で
海
路
、
塩
成
-

三
机
間
は
陸
路
、
三
机
か
ら
大
坂
ま
で
海
路
で
あ
り
、
第
二
期
(
元
禄
十
1
年
か

ら
明
和
七
年
ま
で
)
　
に
は
宇
和
島
-
塩
成
間
を
海
路
、
塩
成
-
三
机
問
を
陸
路
と

し
た
り
、
宇
和
島
-
三
机
間
を
陸
蘭
と
す
る
が
、
中
に
は
宇
和
島
-
三
机
間
を
海

路
と
し
た
も
の
も
あ
り
、
三
机
-
室
津
を
海
路
と
す
る
。
第
三
期
(
享
保
十
三
年

か
ら
安
永
六
年
)
　
に
は
宇
和
島
か
ら
波
止
浜
ま
で
陸
路
、
波
止
浜
か
ら
尾
道
ま
で

海
路
と
す
る
。
第
四
期
(
文
政
九
年
か
ら
幕
末
ま
で
)
　
に
は
宇
和
島
か
ら
室
津
ま

で
海
路
と
す
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
十
八
世
紀
後
期
ご
ろ

ま
で
は
宇
和
島
藩
参
勤
交
代
で
佐
田
岬
を
廻
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
回
避
し
て
い
る

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
み
て
-
る
と
、
日
振
島
か
ら
瀬
戸
内
海
の
海
上
交
通
を
制
し
よ
う

と
す
れ
ば
地
理
的
に
不
便
で
あ
り
、
地
理
的
に
み
れ
ば
同
島
は
宇
和
郡
の
陸
地
か

ら
島
づ
た
い
の
先
端
に
位
置
し
た
こ
と
が
第
l
義
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
地
理
的
条
件
が
藤
原
純
友
の
根
拠
地
と
し
て
ど
の
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よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
は
、
い
ま
直
ち
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

が
'
純
友
の
乱
に
お
け
る
藤
原
純
友
の
性
格
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
日
振

島
の
地
理
的
条
件
も
考
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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